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日
々
暑
さ
厳
し
き
折
、
市
民
の
皆

様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
自

治
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
御
存
知
の
と
お
り
、
昨
年

十
一
月
に
高
岡
御
車
山
祭
を
含
む
全

国
三
十
三
の
屋
台
・
祭
り
行
事
が
ユ

ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
、
今
年
三
月
に
は
「
福
岡
町
つ
く

り
も
ん
ま
つ
り
」
が
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
本
市
の
地
域

力
が
全
国
的
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
市
民
の
活
力
が
ま
す
ま
す
高
ま

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
皆
様
と
共
に
「
歴
史
都
市
・
高
岡
」

な
ら
で
は
の
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、

お
も
て
な
し
の
心
を
養
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
開
業
か
ら
早

二
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
市
連

合
自
治
会
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年
九

月
の
新
高
岡
駅
へ
の
「
か
が
や
き
」

停
車
実
現
に
向
け
た
一
斉
乗
車
の
取

り
組
み
の
際
、
各
校
下
・
地
区
連
合

自
治
会
は
も
と
よ
り
単
位
自
治
会
の

皆
様
に
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

未
だ
定
期
便
化
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
年
度
を
正
念
場
と
と
ら
え
、

新
高
岡
駅
の
利
用
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

明
る
い
話
題
や
様
々
な
取
組
み
の

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
、
生
活
様
式
・

価
値
観
の
多
様
化
の
進
展
に
よ
り
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢

の
中
、
個
人
や
行
政
だ
け
で
は
解
決

す
る
こ
と
が
難
し
い
課
題
が
増
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。

市
連
合
自
治
会
と
し
ま
し
て
は
、

自
治
会
活
動
の
果
た
す
役
割
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
認
識
の
も

と
、
地
域
の
諸
問
題
の
解
決
に
こ
れ

ま
で
以
上
に
果
敢
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
本
位
の
立
場
か
ら
行

政
・
議
会
に
対
し
、
提
言
や
要
望
を

積
極
的
に
進
言
し
、「
市
民
創
造
都
市
・

高
岡
」
実
現
に
向
け
、
協
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

富
山
県
西
部
地
域
の
広
域
的
な
連
携

を
進
め
、
富
山
県
西
部
全
域
に
お
け

る
持
続
的
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
格
別

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
岡
市
連
合
自
治
会

　

会
長　

杉
江　

 

幸
男

会
長
あ
い
さ
つ

たかまちまつり高岡獅子舞大競演会

編 

集 

後 

記

◆　

去
る
六
月
十
三
日
に
、
高
岡
市

連
合
自
治
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
一
同
、
今
年
度
も

引
き
続
き
、
市
勢
の
発
展
の
た

め
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆　

市
内
三
十
六
校
下
（
地
区
）
に

は
様
々
な
伝
統
文
化
・
行
事
・
見

所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
初
め
て

分
散
開
催
し
た
新
成
人
の
集
い

（
定
塚
）、
登
坂
選
手
の
金
メ
ダ

ル
獲
得
（
木
津
）、
福
岡
町
つ
く

り
も
ん
ま
つ
り
（
福
岡
）、
に
つ

い
て
、
各
会
長
に
執
筆
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

◆　

結
び
に
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、

貴
重
な
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　

編
集
委
員	

浦
田
　
一
郎	

（記）

鷲
北
　
勝
弘

吉
国
　
一
雄

小
栗
　
久
雄

役
員
・
会
員
の
紹
介

会

長

杉
　
江
　
幸
　
男
（
東
五
位
）

副
会
長

（
総
務
）

大
　
坂
　
昭
　
輔
（
牧　

野
）

副
会
長

若
　
野
　
富
　
男
（
横　

田
）

副
会
長

林
　
　
　
隆
　
三
（
福　

岡
）

副
会
長

浦
　
田
　
一
　
郎
（
佐　

野
）

副
会
長

角
　
玄
　
富
　
雄
（
戸　

出
）

理

事

（
会
計
）

髙
　
木
　
達
　
郎
（
野　

村
）

理

事

和
　
田
　
　
　
徹
（
平　

米
）

理

事

林
　
　
　
正
　
晴
（
博　

労
）

理

事

鷲
　
北
　
勝
　
弘
（
成　

美
）

理

事

杉
　
森
　
利
　
二
（
守　

山
）

◎

理

事

吉
　
野
　
武
　
司
（
国　

吉
）

理

事

吉
　
国
　
一
　
雄
（
山　

王
）

監

事

小
　
栗
　
久
　
雄
（
二　

塚
）

監

事

菊
　
池
　
喜
　
義
（
古　

府
）

監

事

川
　
原
　
　
　
豊
（
北
般
若
）

相
談
役

川
　
田
　
正
　
信

会

員

宇
　
波
　
真
一
郎
（
定　

塚
）

★

会

員

米
　
島
　
義
　
三
（
下　

関
）

★

会

員

藤
　
田
　
晴
　
久
（
西　

条
）

会

員

下
　
山
　
　
　
実
（
川　

原
）

会

員

山
　
口
　
征
　
市
（
二　

上
）

会

員

川
　
西
　
　
　
巖
（
能　

町
）

会

員

南
　
林
　
司
　
郎
（
木　

津
）

会

員

森
　
田
　
和
　
夫
（
福　

田
）

★

会

員

金
　
元
　
三
知
雄
（
小　

勢
）

会

員

清
　
水
　
善
　
正
（
立　

野
）

会

員

細
　
川
　
俊
　
治
（
石　

堤
）

会

員

古
　
市
　
義
　
雄
（
伏　

木
）

★

会

員

増
　
井
　
俊
　
一
（
太　

田
）

会

員

澤
　
合
　
文
　
雄
（
醍　

醐
）

会

員

大
　
木
　
信
　
作
（
是　

戸
）

会

員

松
　
浦
　
士
　
朗
（
中　

田
）

会

員

出
　
口
　
　
　
勇
（
大　

滝
）

会

員

割
　
田
　
貞
　
夫
（
西
五
位
）

★

会

員

山
　
本
　
　
　
光
（
五
位
山
）

会

員

澤
　
川
　
岩
　
雄
（
赤　

丸
）

◎
印
は
新
役
員

★
印
は
新
会
員

栄
誉
に
輝
く

■
総
務
大
臣
表
彰

杉
江　

幸
男　

氏（
東
五
位
）

■
富
山
県
部
門
功
労
表
彰

大
坂　

昭
輔　

氏（
牧　

野
）

■
市
民
功
労
者
表
彰

山
達　

六
夫　

氏（
定　

塚
）

南
林　

司
郎　

氏（
木　

津
）

清
水　

善
正　

氏（
立　

野
）

林　
　

隆
三　

氏（
福　

岡
）

熊
本
地
震
被
災
地
へ
の

                

義
援
金
の
お
礼

高
岡
市
連
合
自
治
会
会
計
　
髙
木
　
達
郎
　

昨
年
四
月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
で
は
、

多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
、
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
る

な
ど
、
熊
本
県
と
大
分
県
に
甚
大
な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
震
発
生
後
か
ら
、
高
岡
市
連
合
自
治
会
で
は
、

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
の
助
け
と
な
る
よ
う
、
住

民
の
皆
様
に
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、

多
額
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
紙
面
を
お

借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
支
援
活
動
に
賛
同
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
か

ら
の
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
九
月
に
、

預
託
先
を
通
じ
て
被
災
し
た
熊
本
・
大
分
両
県
に

送
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
預
託
先
及
び
金
額
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

義
援
金
募
金
総
額

六
百
八
十
五
万
二
千
百
五
十
四
円

預
託
先	

・
日
本
赤
十
字
社
富
山
県
支
部
　

	

三
百
三
十
五
万
二
千
百
五
十
四
円

　	

・
高
岡
市
共
同
募
金
委
員
会

　
　
　	

三
百
五
十
万
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（１） （４）



に
多
く
の
市
民
が
感
動
し
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
、

後
援
会
活
動
や
木
津
小
学
校
の
取
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
翌
年
に
控
え
た
平
成

二
十
七
年
末
に
「
登
坂
絵
莉
選
手
を
励
ま
す

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
登
坂
選
手
の
ビ
デ

オ
上
映
や
横
断
幕
の
披
露
な
ど
、
三
百
名
を

超
す
住
民
で
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
会
に
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
の
平
成

二
十
八
年
六
月
に
は
母
校
木
津
小
学
校
に

登
坂
選
手
を
迎
え
、
全
校
生
徒
で
「
登
坂
選

手
が
ん
ば
れ
ミ
ニ
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
寄
せ
書
き
を
後
輩
か

ら
受
け
取
っ
た
登
坂
選
手
は
「
金
メ
ダ
ル
を

持
っ
て
み
な
さ
ん
に
見
せ
に
来
ま
す
」
と
力

強
く
宣
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
八
月

十
七
日
夜
か
ら
十
八
日
朝
方
に
か
け
て
、
高

岡
市
と
共
催
で
木
津
小
学
校
体
育
館
に
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
開
催
し
、

五
百
名
を
超
す
出
席
者
で
熱
い
熱
い
声
援

を
送
り
ま
し
た
。
登
坂
選
手
は
、
残
り
十
秒

で
逆
転
し
、
女
王
と
な
り
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
個
人
競
技
で
は
田
知
本
選
手
と
共

に
、
県
勢
初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
富
山

県
の
歴
史
に
名
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

九
月
十
六
日
に
は
、
木
津
小
学
校
へ
来
校

さ
れ
、
生
徒
一
人
一
人
全
員
に
金
メ
ダ
ル
を

触
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

「
重
い
な
！
す
ご
い
な
！
」
と
感
激
し
、
私
は
、

そ
の
姿
を
見
て
う
れ
し
く
、
ほ
ほ
え
ま
し
く

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

余
年
の
伝
統
を
持
つ
奇
祭
と
し
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
あ
げ
て
伝
統
文
化
を
継
承
し
、

毎
年
約
四
十
の
様
々
な
作
品
を
九
月
二
十
三

日
・
二
十
四
日
の
二
日
間
展
示
し
て
い
ま
す
。

作
品
制
作
に
携
わ
る
自
治
会
や
各
種
団
体
の

方
々
は
、
一
年
前
か
ら
「
つ
く
り
も
ん
」
の
構

想
を
練
り
、
祭
り
開
催
当
日
の
朝
ま
で
夜
通

し
で
制
作
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
さ
に
住
民
一

人
一
人
が
芸
術
家
と
な
る
こ
う
し
た
姿
は
、

私
た
ち
見
る
も
の
を
魅
了
し
ま
す
。
今
年
の

ま
つ
り
当
日
も
、
皆
さ
ま
を
楽
し
ま
せ
る
「
つ

く
り
も
ん
作
品
」
が
数
多
く
並
ぶ
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ
の
名
誉
あ
る
賞
の
受
賞
を
契
機
に
、
こ

れ
か
ら
も
市
の
観
光
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
、

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
祭
り
の
さ
ら
な
る
発
展
に

尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

六
月
十
三
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

高
岡
に
お
い
て
本
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計

画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）、
役
員
の
補
充

が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。前

年
度
の
主
な
活
動
内
容
及
び
今
年
度
の

事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

・「
市
連
自
治
会
だ
よ
り
」
編
集
委
員
会

	

（
五
・
六
・
七
月
）

・
総
会
及
び
市
当
局
・
市
議
会
と
の
懇
談
会

	

（
六
月
）

・「
市
連
自
治
会
だ
よ
り
」の
発
行	

（
八
月
）

・
市
当
局
と
の
懇
談
会	

（
八
月
）

・
県
内
視
察
研
修	

（
九
月
）

・
県
連
・
高
岡
・
射
水
ブ
ロ
ッ
ク
会
議	

	

（
九
月
）

・「
か
が
や
き
」
一
斉
乗
車
運
動	

（
九
月
）

・
熊
本
地
震
被
災
地
へ
の
義
援
金
贈
呈	

	

（
九
月
）

・	

県
外
視
察
研
修	

（
十
月
）

・	

平
成
二
十
九
年
度
高
岡
市
に
対
す
る
要
望

書
提
出	

（
十
一
月
）

・
市
当
局
と
の
新
春
懇
談
会	

（
一
月
）

  

平
成
二
十
九
年
度
の
主
な
事
業
計
画

Ⅰ　

	

高
岡
市
連
合
自
治
会
は
、
市
勢
の
発
展

と
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
の
で
き

る
豊
か
で
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り

に
寄
与
す
る
た
め
、
各
校
下（
地
区
）連

合
自
治
会
相
互
の
連
携
の
基
に
、
行
政

及
び
関
係
団
体
と
相
互
協
力
・
協
調
を

図
り
、
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
に
次

に
掲
げ
る
事
業
を
行
な
う
。

Ⅱ　

事
業
内
容

①	

よ
り
良
い
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
提

言
等

②	

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

事
業

③	
福
祉
活
動
及
び
男
女
平
等
・
共
同
参

画
事
業

④
環
境
美
化
・
保
健
衛
生
事
業

⑤
情
報
発
信
事
業

⑥
先
進
地
視
察
等
研
修
事
業

　

定
塚
校
下
連
合
自
治
会
長  

宇
波　

真
一
郎　

一
月
八
日
、
高
岡
市
「
新
成
人
の
集
い
」
が

市
内
十
二
会
場
（
中
学
校
区
毎
）
に
分
散
し

て
開
催
さ
れ
、
高
陵
中
学
校
区
は
、
富
山
県

高
岡
文
化
ホ
ー
ル
に
て
一
〇
二
名
を
対
象

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
近
い
会
場
で
地
元
の
皆
さ
ん
に

祝
い
励
ま
さ
れ
る
こ
と
で
、
参
加
す
る
新
成

人
の
当
事
者
意
識
を
促
す
と
と
も
に
高
岡

　

福
岡
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
長  

林　
　

隆
三　

今
年
、
三
月
三
日
に
「
福
岡
町
つ
く
り
も

ん
ま
つ
り
」
が
第
二
十
一
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ

ン
ト
大
賞（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
を
受
賞
し

た
と
い
う
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
テ
レ
ビ
、

新
聞
等
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
イ

ベ
ン
ト
大
賞
と
は
、
全
国
各
地
で
数
多
く
開

催
さ
れ
て
い
る
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す

イ
ベ
ン
ト
を
表
彰
し
、
全
国
に
向
け
て
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト

の
更
な
る
発
展
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
け
ら
れ
た
賞
で
す
。

今
回
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た

一
四
二
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
か
ら
、
私
た
ち
の

「
福
岡
町
つ
く
り
も
ん
ま
つ
り
」
が
最
高
賞

の
大
賞
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
感
慨

深
く
、
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

評
価
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
三
点
で

す
。
①
見
立
て
細
工
「
つ
く
り
も
ん
」
の
制

作
過
程
に
お
い
て
、
幅
広
い
年
代
の
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
作
品
を
作
り
上
げ
る

点
。
②
野
菜
や
果
物
な
ど
を
材
料
に
、
時
節

の
話
題
や
風
物
に
見
立
て
た
人
形
や
動
物

な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
穀
豊

穣
に
感
謝
す
る
伝
統
あ
る
奇
祭
で
あ
る
点
。

③
開
催
回
数
が
五
十
回
以
上
を
数
え
、
二
日

間
の
期
間
中
に
十
五
万
人
以
上
の
観
客
を

動
員
す
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
い
っ

た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
町
つ
く
り
も
ん
ま
つ
り
は
、
秋
の
収

穫
を
祝
い
五
穀
豊
穣
に
感
謝
す
る
三
百
有

　

木
津
校
下
自
治
連
合
会
長  

南
林　

司
郎　

木
津
校
下
で
は
、
登
坂
絵
莉
選
手
に
対
す

る
支
援
の
輪
を
拡
げ
る
た
め
、
登
坂
絵
莉
後

援
会
を
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日
に

設
立
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
の
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
登
坂
選
手
の
金
メ
ダ
ル
獲
得

市
や
地
元
へ
の
帰
属
意
識
や
共
生
意
識
を

醸
成
す
る
機
会
に
し
た
い
と
の
考
え
に
基

づ
き
、
定
塚
校
下
は
、
四
十
全
て
の
自
治
会

長
の
式
典
参
加
を
呼
び
か
け
、
定
塚
校
下
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
平
米
校
下
と
と
も
に

諸
団
体
の
支
援
を
得
て
、
新
成
人
代
表
二
名

が
司
会
を
務
め
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進

行
さ
れ
ま
し
た
。

高
陵
校
区
の
新
成
人
を
応
援
す
べ
く
、
校

下
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
、

駅
前
交
番
所
長
、
各
校
下
連
合
自
治
会
長
、

単
位
自
治
会
長
、
高
陵
中
学
校
の
恩
師
が
列

席
し
、
第
一
部
の
式
典
は
厳
か
に
大
人
を
迎

え
る
静
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
な
る
と
同

窓
会
の
雰
囲
気
に
変
わ
り
、
思
い
出
の
シ
ー

ン
を
見
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
友

人
や
恩
師
と
談
笑
し
た
り
記
念
撮
影
を
す

る
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
素
晴
ら
し

い
会
と
な
り
ま
し
た
。
晴
れ
や
か
な
二
十
歳

の
門
出
を
お
互
い
に
喜
び
合
う
姿
を
見
る
と
、

こ
れ
か
ら
も
「
新
成
人
の
集
い
」
に
地
元
住

民
と
し
て
お
祝
い
で
き
る
喜
び
を
大
変
あ

り
が
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
式
典
は
従
来
の
か
た
ち
と
異
な
り
、

新
成
人
の
実
行
委
員
会
が
自
ら
企
画
し
、
地

域
を
あ
げ
て
「
新
成
人
の
集
い
づ
く
り
」
に

協
力
を
す
る
新
し
い
仕
組
み
で
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

色
鮮
や
か
な
振
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ま
れ
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は

浮
つ
い
た
所
も
な
く
、
全
員
で
式
を
楽
し
も

う
と
し
て
い
る
姿
に
は
、
爽
や
か
さ
だ
け
で

な
く
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
き
く
育
っ

て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
素
晴
ら
し

い
新
成
人
達
で
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
校
下
連
合
自
治
会
と
し
て
世
代

間
交
流
を
強
め
、
活
力
溢
れ
る
定
塚
校
下
を

目
指
し
、「
新
し
い
地
域
社
会
づ
く
り
」
の
大

き
な
力
と
し
て
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
式
典
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度

　
　
定
期
総
会
の
開
催

 

登
坂
選
手
あ
り
が
と
う

　 

そ
し
て

　
　 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
連
覇
を
！

ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
受
賞

 「
福
岡
町
つ
く
り
も
ん
ま
つ
り
」

高
岡
市「
新
成
人
の
集
い
」

中
学
校
区
毎
に
初
め
て
の
分
散
開
催

高陵中学校区会場
28 年度つくりもんコンクール優勝作品（大型の部）

末広蘭陵王

木
津
っ
子
に
は
一
生
の
思
い
出
に
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

九
月
二
十
六
日
の
「
金
メ
ダ
ル
獲
得
祝
勝

会
」
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
様

子
を
ビ
デ
オ
映
像
で
登
坂
選
手
に
観
て
も

ら
い
、
祝
勝
会
に
駆
け
つ
け
た
友
人
達
に
よ

る
登
坂
ク
イ
ズ
な
ど
、
五
百
名
の
参
加
者
の

心
の
こ
も
っ
た
お
祝
い
と
な
り
ま
し
た
。

木
津
校
下
全
体
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
地

域
を
明
る
く
元
気
に
し
て
く
れ
た
登
坂
選

手
、
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

連
覇
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
登
坂
絵
莉
後

援
会
は
今
後
と
も
力
強
く
登
坂
選
手
を
応

援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
次
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
地
域
で
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
現
地

で
大
声
援
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

逆転金メダルの瞬間

大歓声の木津小学校体育館

（３） （２）


